
10月末～ 11月 “芸術の秋“ 企画展 を開催します！ぜひ遊びに来てください。詳しくは図書室の公式インスタにて。

中央公民館図書室

　現在図書室でとっている月刊のファッション誌は
『LEE』1誌！男性ファッション誌もあったらいいな
と感じました。実は、私も学生時代は編集社のエント
リーシートを書いたほどの雑誌好き。雑誌熱が再発
して盛り上がってしまいました。西さんありがとう
ございました！ゆくゆくは豊浦で子ども空手教室の
開催も（？！）楽しみにしています！さあ、ダンディ
な西さんが次に紹介してくださった“第五町人”はど
なたでしょう？！お楽しみに。

　さんおんの宇川さんからつないでいただいたの
は、豊浦町商工会事務局長の西さん。

〜そこから空手の話を皮切りに、お互いの半生を語ること、30分〜

 ファッション誌「MEN‘S CLUB」＜現在も月刊誌として発売中＞

協力隊が行く！

木　村：宇川さんから、「豊浦のみんなに西さんを
知ってほしくて…！」と、ご紹介いただき
ました！西さんも私と同じく4月に豊浦
にいらしたと聞きましたがどちらからい
らしたんですか？

西さん：ずっと真狩と蘭越の商工会にいました。最
初は真狩から通おうと思っていたんだけ
ど、結局、豊浦に越して来て、豊浦は第二の
人生ですね。で、本の話なんだよね？最近は
あまり読めていなくて…数年前、池井戸さ
んの『半沢直樹』は金融がらみだし面白くて
ね、読みやすくて読んでいたかな。あと、漫
画だけど『課長島耕作』も読んでたな。

木　村：宇川さんが、西さんはきっと『空手バカ一
代』だろうなって仰っていましたが、お好
きなんですか？

西さん：これは僕の宝物だね。これがお手本だった
んだよね。

木　村：わ〜宝物を、ありがとうございます。かわい
いですね。今見ても古くさく感じなくて、オ
シャレですね。

西さん：オーソドックスっていうか、シンプルだから
ね。新卒で、手取りの10分の1の値段する
シャツ1枚買いに行くのに辛抱するわけだ
よ。ずっとこの雑誌見てどういうデザインの
ものにするかってワクワクして。アイビーっ
ていうのは何に何を合わせるって、“こうで
なきゃならない“って定義みたいなものが
あって、それを雑誌から学ぶんだよね。それ
で若い子に似つかわしくないお店に、緊張し
ながらも堂々と入って行くんだよね。

木　村：背伸びするオシャレ、ロマンですね。
西さん：このときからもう、僕は定年までこのボタ

ンダウンで通していこう、と決めてね。けど
まあ時代が変わって今はみんな普通に着て
るんだけどね。

木　村：意識的に着ることを決めていることの意味
合いは大きいと思います！長年変わらず
に、というのが素敵です。

西さん：……で、本題かぁ。
木　村：（笑）そのお手元の本、お持ちいただいたん

ですよね？ずっと気になってたんですけど
……。

西さん：本って本ではないんだけどね。僕らの時代
はさ、木村さんはわかんないかなー、アイ
ビールック*1だとかトラッドだとかって、
1960年代にみゆき族が……

木村：「え、何族ですか？」  西さん：「みゆき族*2 ！」 木村：「？！」

　豊浦町の図書室にやってきた地域おこし協力隊の木村が、“まちびと”にリレー形式で出会いにゆ
き、本にまつわるアレやコレやをお話する企画。次に伺うのはあなたのお家かも…！！
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*1 ：アイビールック/トラッド系…1950年代にアメリカの大学のフットボール連盟「アイビーリーグ」に所属する若者たちの間で人気となったファッション。高
級感のある上品なスタイルにカジュアルなアイテムを組み合わせる。ブレザーやボタンダウンシャツなどを取り入れた上品なトラッドスタイルが特徴的。

*2 ： みゆき族…1960年代に銀座のみゆき通りに集まった若者達のこと。アイビールックを好み、ボタンダウンのシャツ, ブレザー , コットンバック, スリッポンと
いう定番スタイルがあった。

の運営に戻ります。予約が無くても
3組に満たなければご利用いただけ
ます。1組4名まで、30分まで。
火曜～日曜　9時～17時（月曜休館）
☎83-2239 社会教育係

10月12日（火）から
予約“優先”、3組まで同時入室可能

公式インスタグラム
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哉さん からのご紹介


